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広域分散環境におけるPub/Sub通信機能の試作と評価
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1 はじめに
コンテンツ指向ネットワークを支える方式としてPub-

lisher/Subscriber モデルが存在する。データの送信者
(Publisher)と受信者 (Subscriber)の間に仲介者 (Bro-

ker)を配置することで、構造のシンプル化、拡張性向上
が期待できる。本研究では、Pub/Sub通信を広域分散
環境を対象として実現する。具体的には、HTTPを用
いたPub/Sub通信を実現すると共に、Broker間の負荷
分散機能を実現し評価する。
2 広域分散環境でのPub/Sub通信の実現
本研究で実現した Pub/Sub通信のシステム構成を図

1に示す。まず、Publisher-Broker-Subscriber間の通信
プロトコルについて説明する。Pub/Sub通信の代表的
なメッセージングシステムApache Kafka(以下、Kafka)

では、独自のKafkaプロトコルを用いている。しかし、
広域分散環境では、セキュリティの観点から通信プロ
トコルを制限する場合が多いため、Kafkaをそのまま適
用することが難しい。このため、本研究では Publisher-

Broker-Subscriber間の通信を HTTPで実現した。
　次に Brokerでの負荷分散機能について説明する。最
近のPub/Sub通信では、Brokerがデータの配信だけで
なく加工をする場合が多く、Brokerの負荷が問題とな
る。本研究では、動画配信・加工を対象のBroker間の負
荷分散機能を実現した。図 1に示すように、Publisher

は、Broker1へ動画を送信し、Broker1は、Yolov8を用
いて動画解析を行う。Publisherから動画が送信される
たび、Broker1上に動画解析処理を実行するプロセスが
増加し、負荷がかかる。そこで、Broker1は自身のCPU

使用率を監視し、閾値を超えた場合、別拠点のBroker2

に負荷を分散する。Broker2は動画を解析し、解析した
結果を元のBroker1に返却することで、Broker1の負荷
を軽減する。

図 1 本研究での Pub/Subシステム構成

3 評価
プロトコル別のテキスト送受信において、送信処理側
はデータを送信し終えるまでの時間、受信処理側はデー
タを受信し、保存し終えるまでの時間とし、1K、10K、

100K、1M、10Mbyte のテキストデータごとに検証す
る。結果は図 2の通りである。

図 2 プロトコル別テキスト送受信処理時間

結果として、HTTPが最も処理時間が長いが、大き
な差ではなく、Kafkaにおいて HTTPの特性を活かし
た汎用性の高い通信を微小の遅延時間で使えることが
できると考えられる。
次に、Broker間の動画解析の負荷分散において、Pub-

lisherは FullHD(1920 × 1080)、5FPS の動画データを
送信し続けるものとする。CPU 使用率が 20 ％台の時
を安定時、80％以上の時を高負荷時とする。高負荷時
にBrokerは別Brokerに動画解析の負荷分散を行う。解
析した動画の 60 秒間の平均 FPS を算出した結果が以
下の図 3である。

図 3 リアルタイム解析動画の平均 FPS

負荷分散時には安定時と比較し FPSが減少している
が、高負荷時と比べると安定して解析動画を提供できて
いると考えられる。
4 まとめ
本研究では、Pub/Sub通信における広域分散環境で

の実現によるサービスの維持、プロトコル別のデータ処
理時間の比較を行い、汎用的に使えることを証明した。
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